
２　新　新たな時代な時代を切り開いて 
いくために 

６　みな　みなさん一人ん一人ひとりのために 
使われ使われるお金 

４　健康い　健康いしかわ２１パート⑦ 

１０　町　町のホットニュース 

１２　みん　みんなの広場広場 

１４　I Like Ishikawa 

１５　町史編纂室　町史編纂室だより 

１８　町か　町からのお知らせ 

行政機構行政機構の一部が変わ一部が変わりました 
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2 広報いしかわ　４月号

　

石
川
町
で
は
、
時
代
の
変
化
に
即
応
し
、
意
思
決
定
の
迅
速
化
や
全
体
と
し
て
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
活
力
の
あ
る
ス
リ
ム
な
行
政
組
織
の
確
立
を
図
る
と
と
も
に
、
更
に
強
力
な
行
財
政
改

革
を
推
進
し
て
い
く
た
め
、
平
成　

年
４
月
１
日
か
ら
行
政
機
構
の
一
部
を
変
更
し
ま
し
た
。

１５

　

今
回
の
機
構
改
革
は
、
平
成　

年
以
来
の
も
の
で
、
町
長
部
局
の
一
部
を
再
編
し
、「
行
財
政

１０

改
革
推
進
室
」
を
新
設
す
る
な
ど
、
９
課
体
制
か
ら
８
課
体
制
に
し
た
も
の
で
す
。

※
★
印
は
新
設
・
再
編
又
は
名
称
変
更
が
あ
っ
た
課
・
係
で
す
。

行
財
政
改
革
を
強
力
に
進
め
る　
 !!

広
報
広
聴
係

秘
書
、
陳
情
、
庁
議
等
、
広
報
・
広
聴
、

後
継
者
対
策
、
訴
訟
事
務
統
括
、
公
印
保

管
・
調
製
・
廃
棄

総
務
係

議
会
、
公
告
式
、
文
書
収
受
、
情
報
公
開
、

条
例
規
則
制
定
、
選

挙
、
固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
、
行
政

区
長
、
国
際
交
流
、

庁
舎
管
理

職
員
係

行
政
組
織
、
職
員
研

修
、
職
員
の
任
免
・
分
限
・
懲
戒
、
福
利

厚
生
、
給
与
、
職
員
団
体
、
公
務
災
害
、

非
常
勤
職
員
・
臨
時
職
員

財
政
係

財
政
計
画
、
予
算
編
成
、
予
算
執
行
、
地

方
交
付
税
、
地
方
債
・
一
時
借
入
、
公
債

費
、
資
金
計
画
、
財
務
会
計
制
度
、
予
算

配
当

行
政
改
革
、
行
政
運
営
合
理
化
、
事
務
改

善
、
行
政
評
価

●
総　

務　

課

企
画
係

総
合
企
画
調
整
、
振

興
計
画
審
議
会
、
広

域
行
政
、
土
地
利
用

計
画
、
地
域
振
興
、

定
住
促
進
、
統
計

情
報
管
理
係

情
報
処
理
の
総
合
企

画
調
整
、
高
度
情
報

化
・
地
域
情
報
化
、

行
政
の
Ｏ
Ａ
化

管
財
係

入
札
参
加
者
資
格
審

査
・
入
札
、
指
名
業

者
、
公
有
財
産
取
得
・
処
分
・
普
通
財
産

管
理
、
財
産
区
、
小
金
塚
団
地
維
持
管
理

★
水
資
源
対
策
係

今
出
川
総
合
開
発
事
業
、
広
域
水
道

★
行
財
政
改
革
推
進
室

★
企
画
調
整
課

4
月
か
ら
一
部
が
変
わ
り
ま
し
た

月
か
ら
一
部
が
変
わ
り
ま
し
た
 

行

政

機

構

行

政

機

構

 

行

政

機

構

 

4
月
か
ら
一
部
が
変
わ
り
ま
し
た
 



3広報いしかわ　４月号

●
税　

務　

課

管
理
納
税
係

町
税
・
税
外
収
入
の
徴
収
滞
納
処
分
、
納

税
組
合
、税
務
証
明
、税
外
収
入
減
免
、国
・

県
税
委
託
事
務

課
税
係

町
・
県
民
税
、
軽
自

動
車
税
、
町
た
ば
こ

税
、
鉱
産
税
、
国
保

税
、
入
湯
税

資
産
税
係

固
定
資
産
税
賦
課
徴

収
、
特
別
土
地
保
有
税
、
土
地
家
屋
の
評

価
、
不
動
産
移
転
に
伴
う
通
知
書
、
地
籍

調
査
成
果
管
理

●
町
民
生
活
課

町
民
係

戸
籍
、
住
民
基
本
台
帳
、
人
権
擁
護
、
外

国
人
登
録
、
戸
籍
謄
抄
本
・
住
民
票
写
交

付
、
印
鑑
登
録
、
埋
火
葬
許
可
、
自
動
車

臨
時
運
行
許
可

★
国
保
年
金
係

国
民
年
金
裁
定
請
求
、

国
民
年
金
被
保
険
者

資
格
取
得
喪
失
、
国

民
健
康
保
険
被
保
険

者
資
格
取
得
喪
失
、

療
養
費
、
老
人
保
健

★
生
活
安
全
係

消
防
、
水
防
、
災
害
対
策
・
災
害
救
助
、

交
通
安
全
対
策
、
防
犯
、
自
衛
隊
、
県
防

災
無
線

★
環
境
対
策
係

環
境
保
全
、
廃
棄
物
処
理
、
公
害
対
策
、

簡
易
水
道
、
墓
地
管
理
、
狂
犬
病
予
防
、

浄
化
槽

●
保
健
福
祉
課

社
会
福
祉
係

生
活
保
護
、
児
童
手
当
、
身
体
障
害
者
福

祉
、
女
性
施
策
、
民
生
委
員
、
児
童
福
祉
、

青
少
年
施
策
、
少
子
化
対
策

★
保
育
係

認
可
保
育
所
・
地
域

保
育
所
、
児
童
館
の

管
理
運
営

高
齢
福
祉
係

介
護
保
険
、
老
人
福

祉
、
遺
族
会
、
戦
傷

病
者
・
戦
没
者
援
護

★
健
康
増
進
係

保
健
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
、
母
子
保
健
、

予
防
接
種
、
各
種
検
診
、
訪
問
指
導
、
生

活
習
慣
病
予
防
、
精
神
保
健
、
健
康
づ
く

り
、
献
血

農
政
係

主
要
農
産
物
の
生
産
流
通
、
米
の
生
産
調

整
、
畜
産
振
興
、
農
作
物
災
害
対
策
、
農

業
振
興
計
画
、
農
業
構
造
改
善
、
後
継
者

育
成

★
農
林
整
備
係

土
地
改
良
事
業
、
林

業
振
興
計
画
、
か
ん

が
い
用
排
水
事
業
、

林
業
構
造
改
善
、
鳥

獣
保
護
、治
山
事
業
、

農
地
災
害
復
旧

商
工
観
光
係

商
工
業
振
興
、
中
小
企
業
制
度
資
金
、
企

業
誘
致
、
観
光
事
業
、
物
産
振
興
、
母
畑

レ
ー
ク
サ
イ
ド
セ
ン
タ
ー

●
都
市
建
設
課

★
都
市
整
備
係

都
市
計
画
、
下
水
道
、
街
路
、
都
市
計
画

公
園
、
開
発
行
為
、
建
築
確
認
、
屋
外
広

告
物
、
公
営
住
宅
、
宅
地
造
成

建
設
係

町
道
・
橋
梁
・
農
林

道
の
新
設
改
良
、
道

路
計
画
、
河
川
改
修
、

水
防
、
砂
防
、
工
事

検
査

維
持
係

道
路
・
橋
梁
・
河
川
・

農
林
道
・
里
道
・
水

路
維
持
管
理
、
災
害

復
旧
、
道
路
占
用

★
産
業
振
興
課

●
養
護
老
人
ホ
ー
ム 
長
生
園

●
会　

計　

室

会
計
係

有
価
証
券
・
財
産
等
の
記
録
管
理
、
現
金

の
出
納
保
管
、
物
品
の
出
納
保
管
、
決
算

調
整
、
支
出
負
担
行
為
の
確
認

●
議
会
事
務
局

庶
務
係

公
印
保
管
、
議
員
の

身
分
・
共
済
・
研
修
、

議
員
報
酬
、
出
欠
、

儀
式
、
議
長
会
、
諸

規
程
の
制
定
、
議
決

証
明

議
事
係

議
事
日
程
、
本
会
議
・
委
員
会
・
協
議
会
・

公
聴
会
、
建
議
・
請
願
・
陳
情
、
会
議
録

等
の
整
理
保
管
、
傍
聴
、
執
行
機
関
と
の

連
絡●

監
査
委
員
事
務
部
局

監
査
事
務
全
般



4 広報いしかわ　４月号

●
農
業
委
員
会
事
務
局

庶
務
係

公
印
の
保
管
、
委
員

会
の
組
織
、
規
則
・

規
程
、
会
議
、
予
算
、

文
書
収
受
・
発
送
、

農
業
振
興
係

意
見
の
公
表
・
建
議

及
び
諮
問
に
対
す
る
答
申
、
農
業
振
興
計

画
、
調
査
研
究
、
農
家
台
帳
、
農
業
者
年

金
、
農
業
団
体
と
の
連
絡
調
整

農
地
調
整
係

農
地
利
用
調
整
、
自
作
農
創
設
維
持
、
農

地
の
交
換
分
合
、
農
地
利
用
斡
旋
、
農
地

等
の
売
買
、
登
記
、
対
価
徴
収
・
小
作
料

●
選
挙
管
理
委
員
会

総
務
課
総
務
係
事
務
取
扱

●
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

総
務
課
総
務
係
事
務
取
扱

庶
務
係

水
道
業
務
企
画
調
整
、
人
事
管
理
・
福
利

厚
生
、
予
算
・
決
算
、

入
札
・
契
約
、
資
産

管
理
、
文
書
及
び
公

印
の
管
理
、
業
務
統

計施
設
係

水
道
用
水
の
供
給
、

●
水
道
事
業
所

配
水
管
維
持
管
理
、
工
事
の
施
工
、
増
圧

ポ
ン
プ
場
維
持
管
理
、
量
水
器
整
備
点
検
、

検
針
業
務
、
工
事
業
者

浄
水
係

水
源
及
び
浄
水
施
設
の
維
持
管
理
、
配
水

池
の
維
持
管
理
、
水
質
の
管
理
・
検
査
、

配
水
記
録
の
整
理
報
告

簡
易
水
道
担
当
・
簡
易
水
道

●
教　

育　

課

総
務
係

秘
書
、
委
員
会
、
教
育
行
政
の
総
合
企
画

調
整
、
条
例
・
規
則
審
査
、
公
印
保
管
、

人
事
管
理
・
福
利
厚
生
、
公
文
書
、
予
算
、

契
約
、
学
校
施
設

学
校
教
育
係

学
校
設
置
・
廃
止
･

管
理
運
営
、
教
職
員

研
修
、
学
級
編
制
、

教
育
課
程
、
学
校
保

健
、
通
学
区
域
、
幼

稚
園
教
育
指
導
、
育

英
事
業

生
涯
学
習
係

生
涯
学
習
、
社
会
教
育
活
動
、
公
民
館
設

置
運
営
、
職
員
研
修
・
指
導
、
国
際
化
教

育
、
社
会
体
育
振
興
、
体
育
指
導
委
員

文
化
振
興
係

芸
術
文
化
振
興
、
文
化
財
保
護
、
埋
蔵
文

化
財
保
護
、
文
化
施
設
、
地
質
・
鉱
物
の

保
護

町
史
編
纂
室
（
町
史
編
纂
係
）

町
史
編
纂
・
刊
行
・
頒
布
、
資
料
の
調
査

会

計

係

 

会

計

室

 

収
入
役 

養
護
老
人
ホ
ー
ム
長
生
園 

維

持

係

 

建

設

係

 

都
市
建
設
課 

都
市
整
備
係 

商
工
観
光
係 

農
林
整
備
係 

 

産
業
振
興
課 

 

農

政

係

 

健
康
増
進
係 

高
齢
福
祉
係 

保
健
福
祉
課 

保

育

係

 

社
会
福
祉
係 

環
境
対
策
係 

生
活
安
全
係 

町
民
生
活
課 

国
保
年
金
係 

町

民

係

 

資
産
税
係 

課

税

課

 

税

務

課

 

管
理
納
税
係 

水
資
源
対
策
係 

管

財

係

 

情
報
管
理
係 

企
画
調
整
課 

総

務

課

 

企

画

係

 

財

政

係

 

職

員

係

 

総

務

係

 

広
報
広
聴
係 

行
財
政
改
革
推
進
室 

農
業
振
興
係 

監
査
委
員
事
務
部
局 

議
会
事
務
局 

監
査
委
員 

議
　
　
会 

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会 

庶

務

係

 

総
務
課
総
務
係
事
務
取
扱 

選
挙
管
理
委
員
会 

総
務
課
総
務
係
事
務
取
扱 

議

事

係

 

庶

務

係

 
町　　長 

助　　役 

塩ノ沢温泉 

さくら荘 

薬王寺 

石川小学校 

猫啼温泉 

保健センター 

クリスタルパーク石川 
石川警察署 

福島石川 
カントリークラブ 

母畑温泉 

高田桜 

至いわき市 

県道石川・�子線 
県
道
赤
坂
・
西
野
・
石
川
線 

至鮫川村 至浅川町 

至
水
戸
市 

至
水
戸
市 

至白河市 
国
道
118
号
線 

水
郡
線 

至郡山市 

至須賀川市 

町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド 

温
水
プ
ー
ル 

石
川
中
学
校 

主要地方道白河・石川線 

片倉温泉 

石都々古和気神社 

いわき 
いしかわ駅 

中央公民館 

主
要
地
方
道 

い
わ
き
・
石
川
線 

主
要
地
方
道
飯
野・
三
春・
石
川
線
 

石川町 
役場分庁舎 

あさひ 
公園 

石川町 
水道事業所 

主要地方道いわき・石川線 

行

政

組

織

機

構

行

政

組

織

機

構

 

行

政

組

織

機

構

新
し
く
な
っ
た 

　
　
　
　

は
新
設
、
再
編
ま
た
は
名
称
変
更
が
あ
っ
た
課
・
係
で
す
。

※
町
長
部
局
の
一
部
の
変
更
が
中
心
と
な
り
、教
育
委
員
会
等
に
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。



5広報いしかわ　４月号

収
集
・
整
理
保
存

中
央
公
民
館
／
沢
田
地
区
公
民
館
／
野
木

沢
地
区
公
民
館
／
母
畑
地
区
公
民
館
／
中

谷
地
区
公
民
館
／
山
橋
地
区
公
民
館
／
歴

史
民
俗
資
料
館
／
小
学
校
（
８
）
／
中
学

校
（
２
）
／
幼
稚
園
（
１
）

野
木
沢
幼
稚
園 

沢
田
中
学
校 

石
川
中
学
校 

南
山
形
小
学
校 

山
形
小
学
校 

中
谷
第
ニ
小
学
校 

中
谷
第
一
小
学
校 

母
畑
小
学
校 

野
木
沢
小
学
校 

沢
田
小
学
校 

石
川
小
学
校 

山
橋
地
区
公
民
館 

中
谷
地
区
公
民
館 

母
畑
地
区
公
民
館 

野
木
沢
地
区
公
民
館 

沢
田
地
区
公
民
館 

中
央
公
民
館 

町
史
編
纂
室
（
町
史
編
纂
係
） 

文
化
振
興
係 

生
涯
学
習
係 

教

育

課

 

学
校
教
育
係 

総

務

係

 

簡
易
水
道
担
当 

浄

水

係

 

施

設

係

 

水
道
事
業
所 

庶

務

係

 

農
地
調
整
係 

農
業
委
員
会
事
務
局 

農
業
委
員
会 

教育委員会 

教育長 

塩ノ沢温泉塩ノ沢温泉 

さくら荘さくら荘 

薬王寺薬王寺 

石川小学校石川小学校 

猫啼温泉猫啼温泉 

保健センター保健センター 

クリスタルパーク石川クリスタルパーク石川 
石川警察署石川警察署 

福島石川福島石川 
カントリークラブカントリークラブ 

母畑温泉母畑温泉 

高田桜高田桜 

至いわき市至いわき市 

県道石県道石川・川・�子線�子線 
県
道
赤

県
道
赤
坂
・
坂
・
西
野
・
野
・
石
川
線

石
川
線 

至鮫川村至鮫川村 至浅川町至浅川町 

至
水
戸
市

至
水
戸
市 
至
水
戸
市

至
水
戸
市 

至白河市至白河市 
国
道
国
道
118118
号
線
号
線 

水
郡
線

水
郡
線 

至郡山市至郡山市 

至須賀川市至須賀川市 

町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド 

温
水
プ
ー
ル

温
水
プ
ー
ル 

石
川
中
学
校

石
川
中
学
校 

主要地方道白主要地方道白河・河・石川線石川線 

塩ノ沢温泉 

さくら荘 

片倉温泉片倉温泉 片倉温泉 

薬王寺 

石川小学校 

石都々古和気神社石都々古和気神社 石都々古和気神社 

いわきいわき 
いしかわ駅いしかわ駅 
いわき 
いしかわ駅 

猫啼温泉 

保健センター 

クリスタルパーク石川 
石川警察署 

福島石川 
カントリークラブ 

母畑温泉 

歴史民俗 
資料館 

中央公民館中央公民館 中央公民館 
高田桜 

役場 

至いわき市 

主
要
地
方
道

主
要
地
方
道 

い
わ
い
わ
き
・
き
・
石
川
線

石
川
線 

主
要
地
方
道 

い
わ
き
・
石
川
線 

県道石川・�子線 
県
道
赤
坂
・
西
野
・
石
川
線 

至鮫川村 至浅川町 

至
水
戸
市 
至
水
戸
市 

至白河市 

主
要
地
方
道
飯

主
要
地
方
道
飯
野・野・
三
春・春・
石
川
線

石
川
線
 

主
要
地
方
道
飯
野・
三
春・
石
川
線
 

国
道
118
号
線 

水
郡
線 

至郡山市 

至須賀川市 

石川町石川町 
役場分庁舎役場分庁舎 
石川町 
役場分庁舎 

あさひあさひ 
公園公園 
あさひ 
公園 

石川町石川町 
水道事業所水道事業所 
石川町 
水道事業所 

役場 

石川 
郵便局 

石川町 
武道館 

主要地方道いわ主要地方道いわき・き・石川線石川線 主要地方道いわき・石川線 

町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド 

温
水
プ
ー
ル 

石
川
中
学
校 

主要地方道白河・石川線 

【本庁舎１F】 

【分庁舎１F】 

【分室】 

【分庁舎２F】 

【本庁舎２F】 

入口　→ 
出口　← 

↓
出
口 

↑
入
口 

↓
出
口 

↑
入
口 

←入口 
→出口 

出
口
↑ 

入
口
↓ 

↓
出
口 

↑
入
口 

町
　
長
　
室 

第　二 
会議室 

町民生活課 

保健福祉課 会計室 

玄　関 
ロビー 

日本間 

第　三 
会議室 

議　　場 議
会
事
務
局 　　階段 

階段　　 

　　階段 

　　階段 

窓
口 

都
市
建
設
課 

階
段 

階
段 

階段 
階段 

農
業
委
員
会
事
務
局 

産
業
振
興
課 

車
　
　
庫 

教
育
委
員
会 

第
一
会
議
室 

町史編纂室 

第
二
会
議
室 

教育長室 

企
画
調
整
課 コピー室 

宿直室 

行
財
政
改
革 

推
　
進
　
室 

税
　
務
　
課 

総  

務  

課 

石
川
町
役
場 
庁
舎
案
内

［本庁舎］ ［分庁舎］ ［石川中学校］
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平
成　

年
度
の
石
川
町
歳
入
歳
出
予
算
が
、
３
月
定
例
議
会
に
お
い
て
可
決

１５

さ
れ
ま
し
た
の
で
、
予
算
の
主
な
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平
成
　
年
度
一
般
会
計
予
算 

１５ 

特
別
会
計
を
あ
わ
せ
る
と
　
億
８
千
万
円

特
別
会
計
を
あ
わ
せ
る
と
　
億
８
千
万
円 

１００ 

特
別
会
計
を
あ
わ
せ
る
と
　
億
８
千
万
円 

み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
た
め
に
使
わ
使
わ
れ
る
お
金 

み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
た
め
に
使
わ
れ
る
お
金 

１００ 

　
億
1
千
9
百
万
円
 

63　
億
1
千
9
百
万
円
 

63
第
４
次
総
合
計
画�
キ
ラ
ラ　

プ
ラ
ン
�　

２１

「
人
・
自
然
が
融
け
合
う　
あ
ぶ
く
ま
高
原
都
市
い
し
か
わ
」
を
め
ざ
し
て

年
の
景
気
低
迷
な
ど
に
よ
り
、
国

や
地
方
を
取
り
巻
く
財
政
状
況
は

極
め
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
平
成

　
　

年
度
石
川
町
の
予
算
は
、
第
４
次
総

１５

合
計
画
「
キ
ラ
ラ　

プ
ラ

２１

ン
」
第
３
回
実
施
計
画
を

基
本
と
し
て
「
人
・
自
然

が
融
け
合
う　

あ
ぶ
く
ま

高
原
都
市　

い
し
か
わ
」

の
実
現
に
向
け
て
、
５
本

の
柱
を
基
本
目
標
と
し
て

創
意
と
工
夫
を
凝
ら
し
、

限
ら
れ
た
財
源
の
重
点
的
、

効
率
的
な
配
分
に
努
め
な

が
ら
編
成
し
ま
し
た
。

年
度
の
当
初
予
算

の
特
徴
は
、
介
護
、

障
害
者
福
祉
の
た
め
の
支

援
制
度
の
充
実
を
図
る
一
方
、
環
境
対
策

費
、
更
に
地
域
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

推
進
す
る
た
め
の
事
業
等
、
町
民
の
み
な

さ
ん
の
暮
ら
し
に
直
結
し
た
予
算
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

般
会
計
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
、

平
成　

年
度
と
比
べ
５
・
５
パ
ー

１４

セ
ン
ト
減
の　

億
１
、
９
０
８
万
円
と
な

６３

り
ま
す
。
歳
入
で
は
、
町
税
収
入
は
、
景

気
悪
化
の
影
響
に
よ
り
、
前
年
度
と
比
べ

８
・
３
パ
ー
セ
ン
ト
の
減
で
、　

億
５
、

１５

４
４
７
万
円
と
な
り
ま
す
。

出
の
事
業
と
し
て
、
生
涯
学
習
の

た
め
の
体
験
活
動
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
推
進
事
業
を
実
施
す
る
ほ
か
、
ご
み
の

減
量
化
、
水
環
境
保
全
等
環
境
に
や
さ
し

い
町
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。
引
き
続
き
、

活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
事
業
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
住
民
に
密
着
し
た
生
活
路
線

の
整
備
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
環
境
に
や

さ
し
い
農
業
の
推
進
を
図
る
た
め
、
エ
コ

ア
グ
リ
を
推
進
し
、
安
心
、
安
全
な
農
産

物
の
生
産
を
支
援
し
ま
す
。
更
に
、
本
町

に
お
け
る
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
検
討
す
る
と

と
も
に
、
循
環
型
社
会
の
形
成
に
向
け
た

計
画
の
策
定
を
行
い
ま
す
。

別
会
計
に
つ
い
て
は
、
介
護
保
健

事
業
の
見
直
し
を
行
い
、
充
実
し

た
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
簡
易
水
道
事
業
で
は
、
山
橋
地
区

へ
の
給
水
の
た
め
に
、
事
業
着
手
し
ま
す
。

れ
ら
一
般
会
計
と
特
別
会
計
を
合

わ
せ
た
予
算
総
額
は
、
１
０
０
億

８
、
０
４
０
万
円
と
前
年
度
よ
り
１
億
８
、

６
８
０
万
円
の
減
と
な
り
、
前
年
度
と
比

べ
１
・
７
パ
ー
セ
ン
ト
の
減
と
な
り
ま
す
。

近

今

一歳

特こ

国支出金 ２億４，１７５万円 
３.８％ 地方譲与税ほか 

４億４，４４４万円 
７.０％ 

分担金及び負担金ほか 
７億４，８５３万円 １１.９％ 

町債 
７億１，４７０万円 
１１.３％ 

町債 
７億１，４７０万円 
１１.３％ 

町税 
１５億５，４４７万円 
２４.６％ 

地方交付税 
２２億６，６００万円 
３５.９％ 

依存 
財源 
６３.５％ 

自主 
財源 
３６.５％ 

依存 
財源 
６３.５％ 

自主 
財源 
３６.５％ 

県支出金 ３億４，９２３万円 
５.５％ 

入歳
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▲天栄村ブリティッシュヒルズでの英国文化体験

▲貴重な石川産鉱物が展示してある資料館

▲肉用牛として品質の高い、いしかわ牛

▲地域づくり事業を活用したゴミステーション

消防費 
３億８,９５５万円 
６.２％ 

商工費ほか 
２億５,６９０万円 
４.０％ 

土木費 
３億３，８３８万円 
５.４％ 

農林水産業費 
５億９，８７２万円 
９.５％ 

教育費 
６億７，０３５万円 
１０.６％ 

総務費 
８億３，６６６万円 
１３.２％ 

公債費公債費 
９億９，５８４万円万円 
１５.８％ 

公債費 
９億９，５８４万円 
１５.８％ 

衛生費 
１０億１，８４１万円 
１６.１％ 

民生費 
１２億１，４２５万円 
１９.２％ 

平成１５年度　予算の主な事業　◎印は新規事業　○印は一部新規事業　□印は拡大事業

１億１,１００万円１　心豊かに学ぶ力をつなぐまち
○学校間交流事業
○生涯学習推進事業
○芸術文化活動事業など

①明日を担う人づくりのために

◎鉱物調査報告書作成経費
□町史編集事業など　②歴史を学びあい個性豊かな社会をつくるために

１１億２，２００万円２　自然と調和し安全で快適なまち
　石川地方生活環境施設組合負担金
　一般廃棄物処理対策経費など①自然と共生する社会をつくるために

○簡易水道事業
　合併処理浄化槽設置整備事業
　今出川総合開発事業など

②快適な都市基盤の整備をめざすために

　消防施設整備事業
　交通安全対策事業など③安全で安心な地域社会をめざすために

４８億６００万円３　人にやさしく健康で安心して暮らせるまち
　児童クラブ運営事業
　後継者対策事業など①やさしさと思いやりをもって共に生きるために

□知的障害者福祉事業
□障害児通園事業
　在宅介護支援事業など

②みんなが安心していきいきと暮らすために

５億５,０００万円4　活力に満ちたたくましいまち
○園芸作物振興事業
○畜産振興事業
　中小企業対策事業など

①環境変化に柔軟な産業育成のために

◎石のまちづくり事業
　観光宣伝事業など②地域資源を有効に活用するために

１億５,６００万円5　町民とともに歩むまち
□地域づくり事業
　オーストラリア研修事業など①町民総参加の推進

　防災行政無線整備事業
住民基本台帳ネットワークシステム事業など②開かれた行政の推進

◎地域新エネルギービジョン策定事業
◎循環型社会推進計画策定事業
　公共用地等台帳整備事業など

③効率的な行財政運営の推進

出歳
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●特別会計予算

対前年度比予算額会　計　名

４．０％１６億３，５８２万円国 民 健 康 保 険

△６．４％１８億２７万円老 人 保 健

１３．２％７億６，２００万円介 護 保 険

△３．９％８５５万円介護保険サービス事業

８５．２％１００万円母 畑 財 産 区

１０６．８％１１６万円中 谷 財 産 区

△２６．５％２８万円石川地方町村心身障害児
就 学 指 導 審 議 会

△１５．４％５１９万円土 地 開 発 事 業

１７５．０％１億９，６８２万円簡 易 水 道 事 業

５９．２％７，０２３万円宅 地 造 成 事 業

●水道事業会計予算

１４年度 予算額 区　　分
２億８，０９４万円２億７，４５６万円営 業 収 益 

収　
　

入

 
収　

益　

的　

収　

支

２１万円１８万円営業外収益
２万円２万円特 別 利 益

２億８，１１７万円２億７，４７６万円計
２億１，０１９万円２億９８７万円営 業 費 用 

支　
　

出

３，５７９万円３，３５３万円営業外費用
３０万円３０万円特 別 損 失
１００万円１００万円予 備 費

２億４，７２８万円２億４，４７０万円計
１５５万円１５５万円建設負担金 

収　
　

入

 
基　

本　

的　

収　

支

１万円１万円工事負担金
６８１万円７３７万円国庫補助金
８３７万円８９３万円計

１億２，１５６万円７，８９０万円建設改良費 
支　
　

出

２，７５６万円２，９６６万円企業債償還金
０円６５万円国庫補助金返還金

１００万円１００万円予 備 費
１億５，０１２万円１億１，０２１万円計

※資本的収入額が支出額に対して不足する１億１２８万
円は、損益勘定留保資本金等で補てんしました。

町民サービスに使われる町民サービスに使われる
お金は１人当たりお金は１人当たり

325,022325,022円円

町民　町民１人当たりの１人当たりの
町税負担は町税負担は　

79,95479,954円円

教　

育　

費

民　

生　

費62,455円

20,036円

34,480円

町
民
一
人
に
使
わ
れ
る
お
金

　

平
成　

年
度
の
一
般
会
計
予
算　

億
１
、９
０
８
万
円

１５

６３

を
、
私
た
ち
町
民
一
人
当
た
り
に
す
る
と
３
２
５
、０
２

２
円
に
な
り
ま
す
。
こ
の
お
金
を
項
目
別
に
見
る
と
次
の

よ
う
に
な
り
ま
す
。

●自主財源
　町が独自に収入できるお金
�町　税
　みなさんが町に納める税金
�分担金及び負担金
　特定の利益を受けた方から負担
していただくお金
●依存財源
　国や県などから交付されたり割
り当てられたりするお金
�地方交付税
　所得税など国が徴収したお金の
中から、町の財政状況に応じて
交付されるお金
�町　債
　町の借金のこと。大きな事業を
行うために、国や金融機関から
借り入れるお金
�地方譲与税ほか
　国が徴収した自動車重量税など
から配分されるお金
�国・県支出金
　特定の目的のために国や県から
交付されるお金

●民生費
　子どもやお年寄り、体の不自由
な方々を助けるために使われる
お金
●衛生費
　みなさんの健康維持やごみ処理
などに使われるお金
●公債費
　町の借金を返すためのお金
●総務費
　役場全体の事務、戸籍や選挙、
収納、統計などに使われるお金
●教育費
　学校教育や公民館事業で使われ
るお金
●農林水産業費
　農業や畜産業、林業に使われる
お金
●土木費
　道路や河川、住宅、都市整備に
使われるお金
●消防費
　消防活動などに使われるお金

用用用用用用用用用用用用用用 語語語語語語語語語語語語語語 解解解解解解解解解解解解解解 説説説説説説説説説説説説説説用 語 解 説

総　

務　

費

公　

債　

費

衛　

生　

費52,382円

43,034円

51,221円

消

防

費

土　

木　

費

農
林
水
産
業
費

17,405円

30,795円

13,214円

商
工
費
ほ
か
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◯77◯

パ
ー
ト

パ
ー
ト

パ
ー
ト

ア
ル
コ
ー
ル 

　

ア
ル
コ
ー
ル
は
日
常
生
活
の
さ
ま
ざ
ま

な
場
面
で
飲
ま
れ
親
し
ま
れ
て
き
て
い
ま

す
。
反
面
、
過
度
の
飲
酒
習
慣
は
健
康
に

悪
影
響
を
与
え
る
ほ
か
、
酒
酔
い
運
転
に

よ
る
交
通
事
故
の
要
因
や
、
犯
罪
を
起
こ

し
た
り
、
ま
た
、
短
時
間
の
多
量
飲
酒
に

よ
る
急
性
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
は
、
死
亡
に

つ
な
が
る
な
ど
社
会
的
、
家
庭
的
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
日
頃
か
ら
節
度

あ
る
飲
酒
の
啓
発
を
行
い
、
多
量
飲
酒
者

を
減
少
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

未
成
年
者
の
飲
酒
の
状
況
と
し
て
は
、

全
国
の
調
査
よ
り
も
飲
酒
経
験
が
多
い
こ

と
も
あ
り
、
ま
た
、
飲
ん
だ
き
っ
か
け
と

し
て
、「
家
族
親
戚
に
勧
め
ら
れ
て
」
と
い

う
の
が
一
番
多
く
、
未
成
年
者
の
飲
酒
が

禁
止
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大

人
の
認
識
の
甘
さ
が
伺
え
ま
す
。
心
身
の

成
長
段
階
に
あ
る
未
成
年
の
う
ち
か
ら
お

酒
を
飲
ん
で
い
る
と
、
脳
細
胞
に
ダ
メ
ー

ジ
を
与
え
、
知
能
低
下
を
招
く
恐
れ
が
あ

る
ほ
か
、
臓
器
に
障
害
を
も
た
ら
し
た
り
、

ア
ル
コ
ー
ル
に
対
す
る
依
存
も
懸
念
さ
れ

ま
す
。
未
成
年
者
の
飲
酒
は
こ
の
よ
う
に

将
来
へ
の
影
響
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
早

期
に
な
く
す
こ
と
が
大
切
と
考
え
ま
す
。

明
確
な
「
酒
」
表
示
や
、
学
校
で
の
健
康

教
育
の
実
施
や
家
庭
、
地
域
で
の
飲
酒
モ

ラ
ル
に
つ
い
て
、
正
し
い
知
識
の
啓
発
を

推
進
し
ま
す
。

●
節
度
あ
る
適
度
な
飲
酒
の
啓
発

　

多
量
飲
酒
に
よ
る
健
康
へ
の
影
響
等
の

予
防
対
策
と
し
て
、
例
え
ば
、「
他
人
に
は

無
理
に
酒
を
勧
め
な
い
」
ま
た
、
あ
ら
ゆ

る
場
に
お
い
て
、「
平
均
的
日
本
人
の
適
量

で
あ
る
１
日
当
た
り
日
本
酒
換
算
１
合
程

度
」
を
普
及
し
ま
す
。

●
ア
ル
コ
ー
ル
関
連
問
題
へ
の

　

ア
プ
ロ
ー
チ

　

地
域
で
ア
ル
コ
ー
ル
に
関
連
し
た
問
題

を
持
つ
人
の
早
期
発
見
と
と
も
に
相
談
体

制
を
整
備
し
ま
す
。

　

健
康
い
し
か
わ　

計
画
を
シ
リ
ー
ズ
で

２１

お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　

３
月
号
で
は
、
た
ば
こ
が
身
体
に
与
え

る
影
響
と
防
煙
・
分
煙
・
禁
煙
対
策
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
し
た
。

　

今
月
号
で
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
の
節
度
あ

る
飲
酒
の
啓
発
と
、
未
成
年
者
の
飲
酒
防

止
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

節
度
あ
る
飲
酒
を

●
未
成
年
者
の
飲
酒
防
止

　

飲
酒
が
心
身
へ
与
え
る
影
響
に
つ
い
て

の
知
識
を
十
分
に
周
知
し
、酒
類
の
販
売
・

提
供
の
禁
止
や
対
面
販
売
の
促
進
、
自
動

販
売
機
の
夜
間
販
売
禁
止
な
ど
の
環
境
改

善
、
ま
た
、
紛
ら
わ
し
い
表
示
に
対
す
る

未
成
年
者
の
飲
酒
防
止
を

●週に何回飲みますか 
　（成人男性） 

無回答1.8％ 

たまに 
飲む程度 
27.0％ 

週3～4回 
13.1％ 
週3～4回 
13.1％ 

週5～6回 
10.1％ 

ほぼ毎日 
48.0％ 

●飲んだきっかけは（未成年者） 

無回答0.4％ 
その他8.3％ 

友だちに誘われて 
16.2％ 

好奇心 
31.0％ 

家族・親戚に 
勧められて 
44.1％ 

●週に何回飲みますか 
　（成人女性） 

無回答1.4％ 

たまに飲む程度 
67.3％ 

週3～4回 
11.7％ 
週3～4回 
11.7％ 

週5～6回 
4.1％ 

ほぼ毎日 
15.5％ 

●1回にどのくらいの量を 
　飲みますか（成人・日本酒） 

無回答1.3％ 2～3合以上 
2.0％ 

2～3合程度 
20.0％ 
2～3合程度 
20.0％ 

1合程度 
41.0％ 

ごく少量 
35.7％ 
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２
月
７
日
、
県
立
石
川
養
護
学
校
で
平
成　

年
１４

度
石
川
地
区
障
害
者
就
労
連
絡
協
議
会
設
立
総

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

障
害
者
に
関
係
す
る
各
界
の
担
当
者
や
、
町
内

民
間
企
業
の
業
務
担
当
者
な
ど　

人
が
出
席
し
、

３０

就
労
支
援
の
た
め
の
意
見
交
換
や
研
修
会
な
ど

を
行
う
協
議
会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
町
内
で
の

実
践
を
試
み
な
が
ら
、
今
後
は
石
川
地
方
で
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
は
、
就
労
支
援
の
講
演
会
や
進
路

１５

指
導
の
状
況
報
告
、
就
労
に
か
か
わ
る
諸
問
題
へ

の
対
応
な
ど
に
つ
い
て
の
情
報
交
換
を
し
て
い

き
ま
す
。

　

２
月　

日
、
石
川
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
、

１４

石
川
町
長
寿
会
連
合
会
の
木
田
重
喜
さ
ん
（
下

泉
）
の
厚
生
労
働
大
臣
の
表
彰
の
祝
賀
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

石
川
長
寿
会
の
会
員
な
ど
約
１
０
０
人
が
出

席
し
て
表
彰
を
祝
福
。
ま
た
、
西
牧
立
博
町
長
、

角
田
美
公
町
議
会
議
長
も
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

木
田
さ
ん
は
中
学
校
長
退
職
後
、
長
寿
会
に
入

会
、
石
川
町
長
寿
会
事
務
局
長
を
経
て
平
成
６
年

か
ら
同
会
長
を
務
め
て
９
年
目
。
こ
の
間
、
石
川

地
方
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
、
福
島
県
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
理
事
も
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

木
田　

重
喜
さ
ん
の

厚
生
労
働
大
臣
表
彰
を
祝
う

　

２
月　

日
、
町
体
育
館
で
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

２５

会
に
よ
る
初
の
ペ
タ
ン
ク
講
習
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。

　

健
康
づ
く
り
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
過
去
２
年

間
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し

た
。
平
成　

年
度
か
ら
冬
場
や
悪
天
候
で
も
楽
し

１４

め
る
ス
ポ
ー
ツ
を
図
ろ
う
と
、
少
な
い
ス
ペ
ー
ス

で
も
ボ
ー
ル
が
あ
れ
ば
気
軽
に
楽
し
め
る
ペ
タ

ン
ク
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

講
習
会
に
は
約　

人
が
出
席
。
県
ペ
タ
ン
ク
連

６０

盟
の
４
人
の
指
導
を
受
け
、
思
う
よ
う
に
転
が
ら

な
い
ボ
ー
ル
に
戸
惑
い
な
が
ら
も
、
楽
し
ん
で
ボ

ー
ル
を
投
げ
て
い
ま
し
た
。

石
川
養
護
学
校
で
石
川
地
方
の

障
害
者
の
就
労
支
援
を
立
ち
上
げ

石
川
長
寿
会
連
合
会

初
の
ぺ
タ
ン
ク
講
習
会
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３
月
１
日
、
学
法
石
川
高
校
と
県
立
石
川
高
校

の
卒
業
式
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
高
校
の
体
育
館
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

第　

回
の
学
法
石
川
高
校
の
卒
業
者
は
３
５

５５

０
人
。
第　

回
の
県
立
石
川
高
校
の
卒
業
者
は
１

５４

７
５
人
で
す
。

　

学
法
石
川
高
校
で
は
、
森
涼
校
長
か
ら
８
組
の

ク
ラ
ス
代
表
に
卒
業
証
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

在
校
生
代
表
の
斎
藤
貴
志
・
生
徒
会
長
（
塙
町
）

が
送
辞
、
卒
業
生
代
表
の
塩
田
宗
大
・
前
生
徒
会

長
（
古
殿
町
）
が
答
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

２
つ
の
高
校
を
合
わ
せ
た
５
２
５
人
が
三
年

間
の
学
び
舎
を
あ
と
に
進
学
又
は
実
社
会
へ
巣

立
っ
て
い
き
ま
し
た
。

２
つ
の
高
校
で

５
２
５
人
が
卒
業

　

３
月
２
日
、
町
体
育
館
で
石
川
吹
奏
楽
団
の
チ

ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

２
年
ぶ
り
の
開
催
で
記
念
す
べ
き　

回
目
の

２０

コ
ン
サ
ー
ト
に
は
、
約　

人
の
来
場
者
が
訪
れ
る

８０

な
か
、
団
員　

人
が
２
部
に
分
け
て
日
頃
の
練
習

２６

の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

演
奏
曲
は
、
第
一
部
で
組
曲
「
ア
ル
ル
の
女
」

か
ら
第
二
番
、
祝
曲
序
曲
な
ど
。
第
二
部
は
、
交

響
組
曲
「
ハ
リ
ー
ポ
ッ
タ
ー
」、
ム
ー
ン
ラ
イ
ト
・

セ
レ
ナ
ー
デ
な
ど
が
演
奏
さ
れ
、
来
場
者
は
熱
心

に
聞
い
て
い
ま
し
た
。
収
益
金
は
桜
が
丘
学
園
に

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

２
月　

日
、
総
合
体
育
館
で
、
第
７
回
ク
リ
ス

２２

タ
ル
杯
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
大
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

５
つ
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
か
ら
８
チ
ー
ム
が

参
加
。
保
護
者
も
大
勢
応
援
に
来
場
す
る
な
か
、

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

決
勝
戦
で
石
川
ク
ラ
ブ
Ａ
が
南
山
形
小
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
を
４
対
３
で
破
り
、
４
年
連
続
の
優

勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　

▼
３
位
・
母
畑
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
▼
４
位
・
石

川
ク
ラ
ブ
Ｂ
▼
５
位
・
山
形
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
▼

６
位
・
中
谷
一
小
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
Ａ
▼
７
位
・

石
川
ク
ラ
ブ
Ｃ
▼
８
位
・
中
谷
一
小
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
Ｂ

小
学
生
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
大
会

石
川
ク
ラ
ブ
Ａ
が
４
連
覇

身近に行われている
楽しいイベントや
明るい話題などを
役場総務課まで
お寄せください。

石
川
吹
奏
楽
団
が

　

回
目
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

２０コ
ン
サ
ー
ト
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職
業
▽
郡
山
市
に
あ
る
カ
ッ
ト
ハ
ウ
ス

神
田
で
、
理
容
師
と
し
て
ヘ
ア
カ
ッ
ト
、

エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
、
カ
ラ
ー
リ
ン
グ
等

を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
、
情
熱
を
傾
け
て
取
り
組
ん
で

い
る
こ
と
は
何
で
す
か

お
客
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
た

め
の
技
術
の
向
上
と
、
最
新
の
技

術
を
修
得
す
る
た
め
日
々
練
習
し
て
い

ま
す
。将

来
の
夢
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

理
容
師
が
昔
か
ら
の
夢
だ
っ
た
の

で
、
い
ず
れ
は
男
女
を
問
わ
ず
気

軽
に
来
店
で
き
る
、
お
店
づ
く
り
を
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

町
政
に
望
む
こ
と
は
な
ん
で
す
か

高
齢
者
や
身
障
者
に
対
す
る
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
を
整
備
し
て
い
っ
て

ほ
し
い
で
す
。

最
後
に
理
想
の
男
性
の
タ
イ
プ
は

頼
り
が
い
が
あ
っ
て
、
優
し
く
、

一
緒
に
い
て
落
ち
着
け
る
人
。

次
回
は
、
生
田
目
さ
ん
の
紹
介
で
、

木
戸　

竜
也
さ
ん
で
す
。

味
戸　

芳
治
さ
ん（　

歳
）

７４

　
　
　

ハ
ル
さ
ん（　

歳
）

７０

住
所
／
湯
郷
渡
字
米
子
平

塩沢字割田作

生田目　恵さん（２１歳）

岡部　 紋 乃   ちゃん
あや の

屋敷ノ入　　　　　　　　　　
記史さん・さおりさんの長女　
平成１４年１月１５日生まれ　　　
「笑顔が一番！いつも元気いっ
ぱいの“紋”でいてネ！」

　
「
ハ
ッ
ピ
ー
ス
マ
イ
ル
」
で
は
、

１
歳
か
ら
３
歳
ま
で
の
お
子
さ
ん

の
写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す
。応

募
方
法
は
、お
子
さ
ん
の
写
真
、名

前
、誕
生
日
、電
話
番
号
を
明
記
し

て
、
封
書
で
役
場
総
務
課
広
報
広

聴
係
ま
で
お
便
り
く
だ
さ
い
。
後

日
担
当
が
撮
影
に
お
伺
い
し
ま
す
。

　

応
募
多
数
の
場
合
は
、
掲
載
で

き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご

了
承
願
い
ま
す
。

お
子
さ
ん
は
何
人
で
す
か

子
ど
も
は
３
人
授
か
り
、
孫
が
５

人
に
な
り
ま
し
た
。

結
婚
さ
れ
て　

年
、
思
い
出
を
聞

５０

か
せ
て
く
だ
さ
い

私
た
ち
は
昭
和　

年
１
月
に
結

２７

婚
。　

年
間
の
教
員
生
活
の
中
で

３８

も
、
戦
後
の
教
材
、
文
具
が
少
な
い
頃

は
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
自
然
の
中

で
遊
び
を
探
し
な
が
ら
学
び
ま
し
た
。

昭
和　

年
か
ら
は
地
元
母
畑
小
に　

年

２３

１１

間
在
任
、
当
時
は
１
ク
ラ
ス　

人
の
２

４０

ク
ラ
ス
あ
り
ま
し
た
が
、
素
足
に
下
駄
、

温
飯
器
で
温
め
る
弁
当
の
た
く
あ
ん
の

香
り
を
思
い
出
し
ま
す
。

お
二
人
の
楽
し
み
は
何
で
す
か

芳
治
さ
ん　

夫
婦
で
の
温
泉
旅
行
、

大
の
学
石
野
球
フ
ァ
ン
、
更
に
鉄

砲
ぶ
ち
、
写
真
、
花
づ
く
り
や
孫
の
成

長
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

石
川
町
の
一
番
好
き
な
と
こ
ろ
を

教
え
て
く
だ
さ
い

学
石
野
球
場
か
ら
眺
め
る
遠
方
の

山
々
や
町
並
み
の
景
色
で
す
。

町
政
に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か

「
文
化
は
道
か
ら
」
母
畑
地
区
山

間
部
の
道
路
拡
張
や
整
備
で
す
。



◆
生
ま
れ
は
ど
こ
で
す
か

　

昭
和　

年
３
月　

日
、
王
子
平
に
て
「
オ
ギ
ャ
ー
」
で
す
。

１３

２９

◆
ど
ん
な
思
い
出
が
あ
り
ま
す
か

　

小
学
の
頃
は
、
少
々
の
雪
で
も
み
ん
な
下
駄
で
、
底
に
付
い

た
雪
は
電
柱
を
蹴
飛
ば
し
て
落
と
し
な
が
ら
歩
き
ま
す
。
ま
た
、

田
圃
リ
ン
ク
の
下
駄
ス
ケ
ー
ト
、
雪
融
け
の
早
い
南
向
き
の
土

手
に
仕
掛
け
た
ス
ト
ト
や
ハ
ト
の
罠
、
夏
の
川
遊
び
、
魚
釣
り

は
楽
し
か
っ
た
思
い
出
で
す
。

　

学
法
石
川
高
校
陸
上
部
３
年
生
の
時
に
は
、
郡
山
駅
前
ス
タ

ー
ト
、
石
川
町
ゴ
ー
ル
の
駅
伝
で
ス
タ
ー
ト
を
任
さ
れ
た
こ
と

は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
粘
り
と
根
性
を
養
っ
て
い
た
だ
い
た
恩

師
と
先
輩
に
は
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

◆
今
、
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
ま
す
か

　
　

年
前
に
写
真
館
を
開
業
、
ス
タ
ジ
オ
と
学
校
写
真
等
夫
婦

３６
で
営
ん
で
い
ま
す
が
、
デ
ジ
タ
ル
時
代
が
本
格
化
す
る
な
か
、

若
い
人
に
は
つ
い
て
行
け
ず
、
四
苦
八
苦
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
永
年
葛
飾
区
子
ど
も
会
委
員
、
地
域
町
会
青
少
年
部

長
と
し
て
、
各
行
事
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
ま
し
た
。

少
子
化
と
と
も
に
今
で
は
そ
の
役
職
も
退
き
、
要
請
に
応
じ
て

諸
行
事
の
活
動
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

◆
あ
な
た
か
ら
見
る
石
川
町
は

　

ふ
る
さ
と
の
情
報
は
毎
月
の
「
広
報
い
し
か
わ
」
で
知
る
こ

と
が
で
き
、
充
実
し
た
福
祉
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
等
す
ば
ら
し
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
環
境
整
備
な
ど
、
ご
み
を
捨

て
な
い
、
家
庭
排
水
の
浄
化
な
ど
に
個
々
が
気
を
配
り
、
き
れ

い
な
川
を
守
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

ご
み
を
捨
て
な
い
、家
庭
廃
水
の
浄
化
な
ど

個
々
が
気
を
配
り
、き
れ
い
な
川
を
守
っ
て

東京都 山田　四郎さん

◆
あ
な
た
の
故
郷
は
ど
ん
な
所
で
す
か

　

北
海
道
東
部
の
十
勝
平
野
の
中
心
部

に
位
置
し
、
札
内
川
、
十
勝
川
の
二
つ

の
川
、
平
野
北
部
に
大
雪
山
系
、
西
部

に
日
高
山
脈
、
そ
し
て
南
部
は
太
平
洋

に
面
し
て
い
る
人
口
約　

万
３
千
人
の

１７

北
海
道
帯
広
市
で
す
。

　

わ
が
国
を
代
表
す
る
畑
作
酪
農
地
帯

が
広
が
り
、
農
畜
産
物
の
加
工
を
中
心

と
す
る
農
業
関
連
産
業
及
び
商
業
流
通

機
能
が
集
積
す
る
な
ど
、
市
街
地
は
帰

省
す
る
た
び
に
景
観
が
変
わ
る
の
で
驚

い
て
い
ま
す
。

　

帯
広
畜
産
大
学
、
六
花
亭
の
チ
ョ
コ

な
ど
が
有
名
で
す
が
、
水
が
お
い
し
い

の
も
特
徴
の
一
つ
で
す
。
ま
た
、
人
々

は
大
ら
か
で
の
ん
び
り
と
し
て
い
ま
す
。

　

冬
の
積
雪
量
は
少
な
い
反
面
、
気
温

が
マ
イ
ナ
ス　

度
に
も
な
り
ま
す
。

２０

◆
い
つ
、
石
川
町
に
来
ま
し
た
か

　

昭
和　

年
に
来
ま
し
た
。

５８

◆
石
川
町
の
印
象
は

　

言
葉
と
い
う
か
方
言
が
わ
か
ら
ず
戸

惑
い
、
山
々
に
囲
ま
れ
た
風
景
も
印
象

的
で
す
ね
。
み
な
さ
ん
親
切
で
心
の
温

か
い
人
々
が
多
い
地
域
だ
と
思
い
ま
す
。

◆
町
政
に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か

　

中
心
市
街
地
が
寂
し
く
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
活
性
化
へ
の
手
立
て
が
必
要

だ
と
思
い
ま
す
。

犬童　可聖    ちゃん

かのん

境ノ内　　　　　　　　　　　
貴之さん・ゆかりさんの長女　
平成１２年９月１１日生まれ　　　
「元気に大きくなってネ！」

　
「
私
の
ふ
る
さ
と
」
は
、
町
外
か
ら
石
川
町
に
来
ら
れ

た
方
々
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
６
地
区
を
巡
回
し
、

み
な
さ
ん
の
生
ま
れ
育
っ
た
ふ
る
さ
と
の
思
い
出
、
石

川
町
の
印
象
な
ど
を
お
聞
き
し
て
い
ま
す
。
登
場
し
た

い
方
は
、
総
務
課
広
報
広
聴
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▲小学校で竹のおもちゃづくりを
　教えているようす

13広報広報いしかわ ４月号いしかわ　４月号

下
泉

鈴
木　

陽
子
さ
ん北海道帯広市北海道帯広市



14 広報いしかわ　４月号

年
前
に
こ
ち
ら
に
移
転
し
て
来
た
の
も
、

こ
の
よ
う
な
点
で
良
か
っ
た
か
ら
で
す
。

●
ど
ん
な
将
来
を
望
み
ま
す
か

　

石
川
町
の
良
い
所
を
プ
ラ
ス
発
想
で

考
え
て
、
そ
れ
こ
そ
国
際
的
に
通
用
す

る
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
を
、
幾
つ
か
備
え
た

ま
ち
づ
く
り
。
そ
れ
に
一
流
技
術
・
ソ

フ
ト
で
、
物
産
品
、
温
泉
療
法
な
ど
を

利
用
し
た
シ
ル
バ
ー
エ
イ
ジ
の
滞
在
型

治
療
、
循
環
型
リ
サ
イ
ク
ル
・
ゾ
ー
ン

の
地
域
づ
く
り
。
宗
派
に
、
こ
だ
わ
ら

な
い
墓
地
公
園
な
ど
も
、
良
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

立
地
条
件
を
見
て
も
、
首
都
機
能
の

移
転
候
補
地
に
も
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
高
速
道
、
新
幹
線
、
福
島
空
港
な

ど
の
交
通
体
系
、
地
震
・
台
風
な
ど
の

防
災
面
な
ど
を
考
え
て
も
、
よ
い
条
件

の
所
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
私
も
約　
３０

し
て
は
、
石
川
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
、

あ
ぶ
く
ま
‘　

の
役
員
、
業
界
の
役
員

２１

な
ど
幅
広
い
活
動
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

●
ど
ん
な
と
こ
ろ
が
好
き
で
す
か

　

石
川
町
は
ヒ
ュ
ー
マ
ン
サ
イ
ズ
の
町

　

ア
ー
ス
デ
イ
石
川（
地
球
環
境
の
日
）

を
、
何
回
か
開
催
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
が
、
第
一
回
目
の
開
催
の
と
き
に
、

石
川
町
の
英
語
指
導
助
手
と
し
て
来
て

い
た
ジ
ャ
ッ
キ
ー
先
生
に
、
な
ぜ
石
川

町
で
開
催
す
る
の
か
と
、
質
問
す
る
と

「
郡
山
と
か
、
い
わ
き
市
で
開
催
し
て

も
、
全
く
顔
の
知
ら
な
い
人
た
ち
に
な

っ
て
し
ま
い
、
何
回
も
続
く
イ
ベ
ン
ト

に
な
ら
な
い
。
石
川
町
位
の
規
模
が
、

一
番
良
い
し
石
川
は
自
然
と
文
化
が
良

い
所
だ
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

●
今
、
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
ま
す
か

　

石
川
地
方
を
中
心
に
採
卵
養
鶏
場
を

展
開
し
て
い
ま
す
が
、
生
産
か
ら
販
売

ま
で
の
地
域
市
場
に
密
着
し
た
玉
子
づ

く
り
を
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
活
動
と

　

地
方
分
権
の
進
展
、
少
子
・
高
齢

化
の
進
行
、
効
率
的
な
行
政
運
営
へ

の
要
請
な
ど
、
市
町
村
が
限
り
あ
る

人
材
と
財
源
を
活
用
し
、
効
率
的
な

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
取
り
組
ん

で
い
く
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
市
町
村
の
連
携
が
大
切
に
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。

●
市
町
村
の
役
割
が

　

も
っ
と
大
き
く
、
さ
ら
に
重
要
に

　

地
方
分
権
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
が
主
体
性
を
持
っ
て
決
定
で

き
る
こ
と
が
、
今
ま
で
以
上
に
増
え

ま
す
。
ま
た
、
市
町
村
で
実
施
す
る

事
務
も
増
加
し
、
み
な
さ
ん
の
身
近

な
と
こ
ろ
で
、
い
ろ
い
ろ
な
サ
ー
ビ

ス
が
提
供
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
地
域
に
住
ん
で
い
る

み
な
さ
ん
の
意
見
を
こ
れ
ま
で
以
上

に
的
確
に
把
握
し
て
、
そ
れ
を
反
映

さ
せ
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行

っ
て
い
く
た
め
に
、
市
町
村
は
限
り

あ
る
人
材
と
財
源
を
効
率
的
に
活
用

し
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

行
政
の
運
営
を
効
率
的
に
行
っ
て

い
く
た
め
に
は
、
共
同
で
で
き
る
こ

と
は
共
同
化
す
る
な
ど
、
広
域
行
政

を
進
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
な
の
で

す
。

市町村の連携の

重要性

石
川
は
ヒ
ュ
ー
マ
ン
サ
イ
ズ
の
町

良
い
所
を
プ
ラ
ス
発
想
で
考
え
て増

田
健
次
さ
ん
●
沢
井
字
上
ノ
池

▲斎場墓地公園の建設が計画されている沢井地区

▲毎年行われているアースデイ石川



完全学校
週５日制
２年目を
迎えて 13

15広報いしかわ　４月号

舎
日
数
を
乗
じ
て
費
用
を
算
出
す
る
。

●
生
徒
一
人
の
費
用
は
月
１
円　

銭
位

５０

で
、
授
業
料
・
小
遣
い
を
入
れ
て
も
２

円
位
で
あ
る
。

教
育
重
視
の
行
政

　

伊
橋
校
長
が
以
上
の
投
書
を
し
た
の

は
、
県
内
各
地
か
ら
寄
宿
舎
に
つ
い
て

の
問
い
合
わ
せ
が
多
い
た
め
だ
と
述
べ

て
い
ま
す
。
こ
の
寄
宿
舎
が
県
下
の
注

目
を
集
め
て
い
た
の
で
す
。　

　

そ
の
後
「
福
島
民
報
」　

年
７
月　

２６

３０

日
号
は
、
郡
立
高
等
小
学
校
の
新
築
計

画
を
伝
え
、
石
川
郡
組
合
が
新
築
に
よ

り
「
有
為
の
人
物
を
養
成
す
る
の
道
を

講
ぜ
ば
、
他
の
道
路
開
墾
の
如
き
、
勧

業
卓
励
の
如
き
物
質
的
の
進
歩
に
伴
い
、

精
神
的
の
進
歩
を
見
る
、
ま
た
最
大
の

快
事
に
あ
ら
ず
や
。」
と
評
し
ま
し
た
。

翌　

年
５
月
、
尋
常
小
学
校
に
隣
接
す

２７
る
字
関
根
に
新
築
移
転
し
ま
し
た
。　

　

こ
れ
ら
を
推
進
し
た
ら
し
い
石
川
町

長
吉
田
光
一
の
急
死
は
、
翌
年
で
し
た
。

校
長
、
寝
食
を
共
に
す
る

●
明
治　

年
（
一
八
九
二
）
７
月
、
寄

２５

宿
舎
生
が　

人
に
な
っ
て
借
家
が
狭
く

２５

な
っ
た
た
め
、
石
川
村
南
町　

番
地
の

２７

民
家
を
借
り
移
転
し
た
。
訓
導
（
現
在

の
教
諭
）
須
子
信
之
を
舎
長
と
し
起
居

飲
食
を
共
に
し
て
指
導
に
当
っ
た
結
果
、

生
徒
の
品
位
が
著
し
く
向
上
し
た
。

　

翌
年
６
月
、
須
子
訓
導
が
転
任
し
た

た
め
、
伊
橋
平
陸
校
長
自
ら
が
舎
長
と

な
っ
て
生
徒

と
寝
食
を
共

に
し
た
。　

●
明
治　

年
２６

７
月
現
在
、

生
徒　

人
、

２８

賄
い
婦
１
人
。

舎
長
は
無
報

酬
、
賄
い
婦

68

編
纂
室
だ
よ
り 

　

前
号
で
は
、
明
治　

年
５
月
に
石
川
尋
常
高
等
小
学
校
長
日
根
富
三
郎
が
高

２２

等
小
学
校
生
徒
５
人
の
寄
宿
舎
を
開
設
し
、
次
の
伊
橋
平
陸
校
長
は　

年
４
月

２４

に
、
石
川
郡
１
町　

カ
村
組
合
か
ら
年　

円
の
補
助
金
を
得
て
、
寄
宿
舎
の
経

１３

５０

費
に
あ
て
た
こ
と
を
記
し
ま
し
た
。
本
号
も
「
福
島
民
報
」　

年
７
月
２
日
号

２６

の
伊
橋
校
長
の
投
書
に
よ
り
、
寄
宿
舎
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

は
１
カ
月
２
円　

銭
。（　

年
の
米
１
升

５０

２７

は
６
銭
６
厘
、
も
り
そ
ば
は
１
銭
２
厘

位
で
現
在
の
２
〜
３
万
分
の
１
位
の
物

価
で
し
ょ
う
か
。）　

質
素
で
合
理
的
な
生
活

●
生
徒
を
階
上
・
階
下
の
２
組
に
分
け
、

そ
れ
ぞ
れ
毎
日
交
代
す
る
２
人
の
掃
除

当
番
を
お
く
。
ま
た
、
舎
内
に
毎
週
交

代
の
世
話
掛
２
人
を
お
い
て
、
来
訪
者

の
応
接
、
配
膳
、
病
人
看
護
に
当
ら
せ

て
い
る
。
義
務
は
平
均
に
分
担
し
、「
他

を
監
督
し
命
令
す
る
」
よ
う
な
こ
と
は

少
し
も
な
い
。

●
食
事
は
朝
夕
一
汁
一
菜
、
昼
は
菜
の

み
で
一
週
に
一
回
だ
け
は
豆
腐
・
魚
類
・

干
物
（
乾
物
か
）
類
を
食
す
る
。

●
米
・
味
噌
・
野
菜
類
・
薪
等
は
家
よ

り
持
参
さ
せ
、
時
価
に
換
算
し
て
一
人

一
人
記
録
し
、
日
用
舎
費
を
加
え
、
在

寄宿舎があった南町界隈

県
下
に
先
駆
け
た
高
等
小
学
校
寄
宿
舎  
Ⅱ

◆
子
ど
も
た
ち
が
充
実
し
た
土
曜
日
、

日
曜
日
を
過
ご
す
た
め
に

�
教
育
委
員
会
や
公
民
館
で
は
、
週

５
日
制
対
応
事
業
を
さ
ら
に
充
実
さ

せ
ま
す
。

◆
子
ど
も
た
ち
に
様
々
な
体
験
活
動

を
提
供
で
き
る
よ
う
に

�
地
域
に
指
導
者
を
派
遣
し
、
多
様

な
活
動
が
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

◆
子
ど
も
を
対
象
に
活
動
す
る
団
体

の
協
力
体
制
を
築
く
た
め
に

�
各
地
区
に
あ
る
青
少
年
対
象
活
動

団
体
の
連
携
を
強
め
ま
す
。

◆
学
校
等
公
共
施
設
の
利
用
促
進
を

図
る
た
め
に

�
学
校
等
公
共
施
設
を
積
極
的
に
開

放
し
ま
す
。

◆
生
涯
学
習
・
社
会
教
育
関
連
事
業

Ｐ
Ｒ
の
た
め
に

�
子
ど
も
た
ち
が
参
加
で
き
る
活
動

や
、
子
ど
も
た
ち
の
活
動
の
様
子
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　平成１４年度は学校週５日制の完全実

施にともない、子どもたちが週末に有

意義に過ごすことができるよう週５日

制対応事業を中心に取り組んできまし

た。今年度も引き続き、体験活動の充

実を目的として、望ましい環境づくり

に努めていくため次のことを重点的に

実施していきます。

土曜日は温水プール、
公民館図書室に

①温水プール無料開放
　毎週土曜日の午前の部を小中
学生に無料開放します。

②中央公民館図書室土曜日開放
　�毎週　土曜日
　午前８時３０分～午後５時まで開放
★石川町文化協会による読み聞
かせ、紙芝居

　�毎週土曜日
　午前１０時～午後３時までの間

③中谷文庫開館
　�毎週　火曜日～土曜日
　午前１０時～午後４時４５分
　※専任の文庫指導員による
　読み聞かせ、紙芝居などを
　行っています。
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石
川
町
地
域
省
エ
ネ
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定 

46

法
に
関
す
る
相
談
の
場
合
も
同
様
に
、

契
約
書
な
ど
の
関
係
資
料
を
そ
ろ
え
て

く
だ
さ
い
。
特
に
販
売
方
法
に
問
題
が

あ
る
場
合
は
、
販
売
員
か
ら
渡
さ
れ
た

メ
モ
な
ど
も
大
切
な
資
料
で
す
。
ま
た
、

勧
誘
さ
れ
て
か
ら
契
約
に
至
る
ま
で
の

経
緯
を
書
い
て
準
備
し
て
お
く
と
相
談

が
ス
ム
ー
ズ
に
進
み
ま
す
。

●
当
事
者
が
相
談
を

　

状
況
な
ど
を
正
確
に
把
握
し
、
本
人

の
意
向
を
確
認
す
る
た
め
に
も
、
契
約

し
た
当
事
者
が
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

当
事
者
が
高
齢
で
状
況
を
説
明
す
る
の

が
困
難
な
場
合
は
、
本
人
の
承
諾
を
得

て
必
要
な
こ
と
を
聞
き
取
っ
て
お
い
て

か
ら
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

相
談
す
る
時
、
ト
ラ
ブ
ル
の
内
容
を

説
明
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
大
切
で
す

が
、
自
分
が
何
を
し
た
い
の
か
、
例
え

ば「
交
換
し
て
ほ
し
い
」「
解
約
し
た
い
」

な
ど
自
分
の
希
望
（
要
求
）
も
伝
え
て

く
だ
さ
い
。
け
れ
ど
も
、「
ど
う
し
て
い

い
の
か
分
か
ら
な
い
か
ら
相
談
す
る
」

と
い
う
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
そ
の

場
合
は
話
を
聞
き
、
整
理
し
な
が
ら
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

●
契
約
書
、
保
証
書
な
ど
の
資
料
を
用

意
し
て

　
「
子
ど
も
が
お
も
ち
ゃ
で
け
が
を
し

た
」
な
ど
商
品
に
よ
る
事
故
に
関
す
る

相
談
の
場
合
、
損
害
の
程
度
の
ほ
か
に
、

商
品
自
体
の
情
報
（
商
品
名
、
製
造
者

名
な
ど
）
が
必
要
で
す
。
内
容
を
正
確

に
伝
え
る
た
め
に
も
、
あ
ら
か
じ
め
保

証
書
な
ど
を
用
意
す
る
か
、
こ
れ
ら
の

情
報
を
メ
モ
に
と
っ
て
か
ら
相
談
す
る

と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
「
キ
ャ
ッ
チ
セ
ー
ル
ス
で
絵
画
の
購

入
を
し
た
」
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
悪
質
商

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

家
庭
・
オ
フ
ィ
ス
で
で
き
る

省
エ
ネ　

の
提
案

１８

　

冷
蔵
庫
に
物
を
詰
め
す
ぎ
て
い
ま

せ
ん
か
？

　

詰
め
込
み
す
ぎ
る
と
冷
気
の
流
れ

が
悪
く
な
り
、
余
分
な
電
力
を
消
費

し
ま
す
。

　

冷
蔵
庫
を
効
率
的
に
使
用
し
ま
し

ょ
う
。

　

２
月
６
日
、
石
川
地
方
生
活
環
境
施
設
組
合
で
、
町
全
体
で
取
り
組
む

「
地
域
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
最
終
の
策
定
委
員
会
が
開
か
れ
ビ

ジ
ョ
ン
案
を
了
承
し
ま
し
た
。

　

こ
の
な
か
で
は
、
委
員　

人
が
出
席
、
ビ
ジ
ョ
ン
の
具
体
的
な
導
入
計

１５

画
な
ど
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

　

こ
の
内
容
の
概
要
を
ま
と
め
た
報
告
書
を
学
校
な
ど
の
関
係
機
関
に

配
布
す
る
と
と
も
に
、
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
を
各
行
政
区
・
組
回
覧
を
し
て

い
ま
す
の
で
、
各
家
庭
で
で
き
る
省
エ
ネ
へ
の
取
り
組
み
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
作
業
は
、
地
球
温

暖
化
な
ど
環
境
問
題
へ
の
対
応
策
と
し

て
、
国
の
補
助
を
受
け
昨
年
８
月
か
ら

取
り
組
ん
で
来
ま
し
た
。
県
内
で
は
会

津
若
松
市
に
次
い
で
２

番
目
の
補
助
採
択
で
、

町
内
な
ど
か
ら
委
員　
１５

人
を
選
び
、
４
回
に
わ

た
り
会
議
を
続
け
て
き

ま
し
た
。

　

ビ
ジ
ョ
ン
は
町
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
、
ほ

か
の
地
域
と
の
比
較
な

ど
実
態
を
ま
と
め
た
う

え
で
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
目
標
を
設
定
し
て
い

ま
す
。
バ
イ
オ
マ
ス
エ

ネ
ル
ギ
ー
や
風
力
発
電
な
ど
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
活
用
を
踏
ま
え　

年
後
の
２
０

１０

１
２
年
を
め
ど
に
二
酸
化
炭
素
を
現
状

か
ら　

％
削
減
す
る
こ
と
を
目
標
に
し

１５

て
い
ま
す
。
町
内
の
電
気
、
ガ
ス
、
灯

油
、
重
油
に
よ
る
二
酸
化
炭
素
排
出
量

を
示
し
た
ほ
か
、
森
林
に
よ
る
二
酸
化

炭
素
吸
収
量
も
算
出
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
民
へ
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
普

及
啓
発
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
教
育
な
ど
に
つ
い
て
も
手
法
を
ま

と
め
て
い
る
ほ
か
、
ビ
ジ
ョ
ン
の
推
進

施
策
と
し
て
環
境
問
題
に
関
心
を
持
っ

て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
団
体
と
連
携
を
取

り
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
実
現
を
図
る
と
と

も
に
循
環
型
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　

福
島
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

〒
９
６
０
│
８
０
４
３

福
島
市
中
町
８
│
２

　
　

自
治
会
館
１
Ｆ

　

�
０
２
４
│
５
２
１
│
０
９
９
９

　

�
０
２
４
│
５
２
１
│
７
９
８
２

冷
蔵
庫
を
効
率
的
に

   
使
用
し
ま
し
ょ
う
�

　

年
後
の
二
酸
化
炭
素
量
を　

％
削
減

１０

１５
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ポイン
トポイン
ト

ポイン
ト牛乳は沸騰させないように気をつけましょう 

　草花や、木々の芽吹く季節です。春を迎え、心も体もリフレッ
シュしているでしょうか？
　近所の八百屋さんやスーパーでは、菜の花など「春」の食べ物
が並んでいます。今しか味わえない「春の味覚」をぜひ食卓に取
り入れて欲しいものです。
　ビタミン、ミネラルたっぷりの、菜の花を使った料理をご紹介
します。冬場に不足していた緑黄色野菜をたくさん食べましょう。

　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　

　　（１人分の栄養量）

エネルギー　１８６ｋｃａｌ　　　　たんぱく質　１２．３ｇ
炭水化物　　９．３ｇ　　　　　　　脂質　１２．０ｇ
カルシウム　１０７ｍｇ　　　　　　塩分　１．０ｇ

　（作り方）
①－カッテージチーズを作る－
鍋に牛乳を沸騰寸前まで熱して、酢を加えて混ぜ火を止める。モロモロと固まってきたら、
ザルにキッチンペーパーか、清潔な布巾を敷いて水気を絞る。
②菜の花は塩ゆでし、すぐ冷水にさらし水気を絞って２ｃｍ長さに切る。
③ボウルに菜の花、砂糖、みりん、しょうゆを入れ混ぜ合わせ、最後にカッテージチーズを
入れ、ざっくりと混ぜ合わせて出来上がり。

国保では届け出からすべてがはじまります 
国保では、加入するとき、脱退するときの
いずれの場合にも届け出が必要です。また、
職場の健康保険などとちがって、みなさん
が各自で行うことになります。 

　1世帯につき1枚、保険証(「国民健康保険被保険者証」)が交付されま
す。保険証は、国保に加入していることの証明書であり、お医者さんに
かかるときの受診券です。大切にとりあつかいましょう。 
 
保険証のとりあつかいかた　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　 
　　　記載事項にまちがいや変更がないか確認する。　　　　　　　　
　　　　　　　　　 
　　　必ず手元に保管する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　 
　　　なくしたり、汚して使えなくなったときは、再交付してもらう。
　　　　　　　　　 
　　　国保を脱退するときは、届け出をして保険証を返す。　　　　　
　　　　　　　　　 
★保険証は1世帯に1枚が原則ですが、修学や長期出張・旅行などで一時
的に家族と離れて住む人は、学 や 遠 印のついた保険証が別個に交付さ
れますので、国保の窓口に届け出をしましょう。 
★有効期限のきれたものやコピーしたものは使えません。 

国保に加入する日 

①職場の健康保険などの資格が

　なくなった日(退職した翌日) 

②他の市区町村から転入した日 

③生活保護をうけなくなった日 

④出生した日 

 

 

 

国保を脱退する日 
①職場の健康保険などに加入し

　た日の翌日 

②他の市区町村へ転出した日の

　翌日※ 

③生活保護をうけはじめた日 

④死亡した日の翌日 
　※転入・転出が同じ日の場合はそ
　　の日　 

　保険税をさかのぼって納めることになります(遡
及賦課)。また、保険証がないので届け出の日まで
に支払った医療費は、全額自己負担になります。 

　国保の資格がなくなったあとで、うっかり国保
の保険証を使ってお医者さんにかかると、国保で
負担した分の医療費を返していただくことになり
ます。 

国保への加入・脱退の届け出は、次の日から14日以内に必ずすませ
ましょう。 

14日以内に届け出を 

加入の届け出をすると… 

届け出が遅れると… 
加入の届け出が 
遅れると… 

脱退の届け出が 
遅れると… 

く 

れ
ぐ
れ
も
国
保
の 

　
　
　
　
　
届
け
出
忘
れ
ず
に 

〜
仲
間
を
見
つ
け
て
、
心
か
る
く
〜

　

だ
れ
で
も
、
自
分
の
家
族
の
悩
み
や

問
題
な
ど
の
場
合
、
近
所
の
人
に
知
ら

れ
な
い
よ
う
に
隠
し
て
し
ま
う
こ
と
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
高
齢
者

の
痴
呆
の
場
合
は
社
会
的
な
問
題
で
、

地
域
の
理
解
と
援
助
な
し
で
は
介
護
を

続
け
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
こ
と
も
事

実
で
す
。
大
変
な
介
護
を
経
験
し
た
こ

と
の
あ
る
、
ま
た
、
思
い
や
り
の
あ
る

人
に
助
け
て
も
ら
う
こ
と
ほ
ど
心
強
い

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
同
じ
悩
み
を
も

つ
人
た
ち
の
集
ま
り
に
参
加
し
た
り
、

ま
た
、
友
達
に
悩
み
を
相
談
し
た
り
す

る
こ
と
も
、
心
が
軽
く
な
り
、
介
護
を

楽
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。　

時
間

２４

気
が
休
ま
る
こ
と
が
な
い
の
で
、
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
や
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
、
ヘ
ル

パ
ー
さ
ん
な
ど
周
囲
に
頼
ん
だ
り
し
て
、

息
抜
き
を
し
て
み
て
い
く
こ
と
が
、
長

く
続
け
て
い
く
た
め
に
は
大
切
で
す
。

頑
張
り
す
ぎ
る
と
行
き
詰
ま
っ
て
し
ま

う
の
で
、
自
分
自
身
の
た
め
に
も
「
休

む
こ
と
も
介
護
を
し
て
い
く
に
は
必
要

な
ん
だ
」
と
考
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

周
囲
の
人
も
、「
施
設
に
あ
ず
け
て
旅
行

な
ん
て
と
ん
で
も
な
い
」
な
ど
と
つ
ら

い
言
葉
で
は
な
く
、
介
護
の
大
切
さ
を

理
解
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

　

気
軽
に
利
用
で
き
る
雰
囲
気
が
あ
っ

て
、
介
護
を
助
け
て
く
れ
る
手
が
多
い

ほ
ど
、
介
護
が
楽
に
な
り
、
長
続
き
す

る
こ
と
を
理
解
し
ま
し
ょ
う
。

痴
呆
予
防
の
話（
５
）

今月の納期 軽自動車税（全期）　４月３０日までに納めましょう。

になる
いい話。 ��������	

低脂肪のチーズが、 

自宅で簡単に作れます。 

ぜひお試しを！ 

　材料（４人分）

〈カッテージチーズ〉１束（２００ｇ）
菜の花
（ほうれん草などの青菜）

４カップ（８００ｃｃ）牛　乳８０ｇピーナッツ粉
大さじ３（４５ｃｃ）酢大さじ１（９ｇ）砂　糖

小さじ１（５ｃｃ）みりん
※キッチンペーパー小さじ２（１０ｃｃ）しょうゆ

青菜のカッテージチーズ和え
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募
　
集 

相
　
談 

h
ttp
://w
w
w
. 

fukushim
a-m
inpo.co.jp/fm

l/

F
メ
ー
ル
 

国
家
公
務
員

採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

事
業
主
の
み
な
さ
ん
へ

労
働
保
険
の
年
度
更
新

の
お
知
ら
せ

お
詫
び
と
訂
正

　

３
月
号
の
中
で
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
の
で
、訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま

す
。

《
町
の
催
し
カ
レ
ン
ダ
ー
》

心
配
ご
と
相
談
の
４
月
１
日
〜　

日
１４

ま
で
の
分

（
誤
）
４
月
４
日
�
・　

日
�

１４

（
正
）
４
月
７
日
�

《
メ
モ
リ
ー
コ
ー
ナ
ー
》

《
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
》の
ふ
り
が

な（
誤
）
矢
内 
紗 
矢 
香 

さ 

か

（
正
）
矢
内 
紗 さ 
矢  
香 

や 

か

　

平
成　

年
度
の
労
働
保
険
の
年
度
更

１５

新
を
す
る
時
期
が
ま
い
り
ま
し
た
。

　

４
月
初
め
に
福
島
労
働
局
か
ら
送
付

さ
れ
る
申
告
書
と
記
入
要
領
を
よ
く
お

読
み
い
た
だ
い
て
５
月　

日
ま
で
に
最

２０

寄
り
の
銀
行
、
郵
便
局
、
労
働
基
準
監

督
署
、
福
島
労
働
局
に
お
い
て
手
続
き

桜
並
木
が
美
し
い
、
南
町
あ
さ
ひ
公
園
の
特
設
会
場
で
は
、
出
店
が
軒
を

　

桜
並
木
が
美
し
い
、
南
町
あ
さ
ひ
公
園
の
特
設
会
場
で
は
、
出
店
が
軒
を

連
ね
、
ゲ
ー
ム
や
カ
ラ
オ
ケ
大
会
な
ど
で
盛
り
上
が
り
ま
す
。

連
ね
、
ゲ
ー
ム
や
カ
ラ
オ
ケ
大
会
な
ど
で
盛
り
上
が
り
ま
す
。

知
人
、
友
人
、
ご
家
族
な
ど
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
、
多
数
の
ご
来
場
を

　

知
人
、
友
人
、
ご
家
族
な
ど
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
、
多
数
の
ご
来
場
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
日　
　

時　

平
成
平
成　

年
４
月

年
４
月　

日日
��
・・　

日日
��
の
２
日
間

の
２
日
間

１５１５

１２１２

１３１３

﹇　

日
﹈
正
午
〜
午
後
８
時

正
午
〜
午
後
８
時　
﹇　

日
﹈﹈
午
前

時
〜

午
前　

時
〜

１２

１３

１０１０

●
会　
　

場　

今
出
川
沿
い
『
あ
さ
ひ
公
園
』

今
出
川
沿
い
『
あ
さ
ひ
公
園
』

●
イ
ベ
ン
ト
内
容

﹇　

日
﹈
ビ
ン
ゴ
大
会
、
鯉
の
放
流
、
マ
ス
つ
か
み
大
会
、
芸
能
発
表

ビ
ン
ゴ
大
会
、
鯉
の
放
流
、
マ
ス
つ
か
み
大
会
、
芸
能
発
表

１２
会
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
ほ
か

会
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
ほ
か　
﹇　

日
﹈﹈
歌
謡
シ
ョ
ー
、
子
ど
も
の
ど
自

歌
謡
シ
ョ
ー
、
子
ど
も
の
ど
自

１３

慢
大
会

慢
大
会

※※
出
店
出
店
は
、
４

は
、
４
月月　

日日
��
〜〜　

日日
��
の
２
の
２
日日
間
、
間
、
午午
前前　

時
か
ら
行
わ
れ
ま

時
か
ら
行
わ
れ
ま
す
。
す
。

１２１２

１３１３

１０１０

を
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

福
島
労
働
局
総
務
部

労
働
保
険
徴
収
室

　

�
０
２
４
―
５
３
６
―
４
６
０
７

　

人
事
院
で
は
、
国
家
公
務
員
採
用
Ⅱ

種
試
験
（
大
学
卒
業
程
度
）
及
び
国
家

公
務
員
採
用
Ⅲ
種
（
高
校
卒
業
程
度
）

の
募
集
を
行
い
ま
す
。

﹇
Ⅱ
種
試
験
﹈

　

受
付
期
間
は
、
平
成　

年
４
月　

日

１５

１４

�
〜　

日
�
ま
で
で
、（
郵
送
に
よ
り
申

２８

込
む
場
合
は
、
最
終
日
消
印
有
効
）、
第

１
次
試
験
は
６
月　

日
�
に
行
い
ま
す
。

２９

な
お
、
申
込
用
紙
の
請
求
や
受
験
資
格

等
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

﹇
Ⅲ
種
試
験
﹈

　

受
付
期
間
は
、
平
成　

年
７
月
１
日

１５

�
〜
８
日
�
ま
で
で
、（
郵
送
に
よ
り
申

込
む
場
合
は
、
最
終
日
消
印
有
効
）、
第

１
次
試
験
は
９
月
７
日
�
に
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
申
込
用
紙
・
受
験
案
内
は
５

月　

日
�
か
ら
配
布
し
ま
す
が
、
申
込

１２
用
紙
の
請
求
や
受
験
資
格
等
の
詳
し
い

内
容
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

人
事
院
東
北
事
務
局
第
二
課
試
験
係

　

�
０
２
２
―
２
２
１
―
２
０
２
２

税
務
職
員
募
集

（
大
学
卒
業
程
度
）

　

今
回
募
集
を
行
っ
て
い
る
の
は
、
試

験
内
容
が
大
学
卒
業
程
度
の
「
国
税
専

門
官
」。

　

国
税
専
門
官
は
、
国
税
局
や
税
務
署

に
お
い
て
法
律
・
経
済
・
会
計
学
・
外

国
語
・
情
報
等
の
専
門
地
域
を
駆
使
し
、

調
査
・
検
査
や
指
導
な
ど
を
行
う
税
務

の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
で
す
。

　

受
験
資
格
が
あ
る
の
は
、
昭
和　

年
５１

４
月
２
日
〜
昭
和　

年
４
月
１
日
ま
で

５７

に
生
ま
れ
た
方
で
す
。

●
受
付
期
間

平
成　

年
４
月
１
日
�
〜

１５

　
　
　
　
　
　

４
月　

日
�
ま
で

１７

●
申
込
書
の
請
求

　

須
賀
川
税
務
署
総
務
課

●
申
込
書
の
提
出
先

　

仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課

●
試
験
日
及
び
試
験
内
容

�
第
一
次
試
験

（
教
養
試
験
、
専
門
試
験
）

平
成　

年
６
月　

日
�

１５

１５

�
第
二
次
試
験

（
人
物
試
験
・
身
体
検
査
）

平
成　

年
７
月　

日
�
〜
７
月

１５

２８

　

日
�
ま
で
の
指
定
す
る
日

３０

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課

　

�
０
２
２
―
２
６
３
―
１
１
１
１

確
定
申
告
が

間
違
っ
て
い
た
と
き

　

確
定
申
告
書
を
提
出
し
た
後
で
、
計

算
誤
り
な
ど
申
告
内
容
に
間
違
い
が
あ

る
こ
と
に
気
付
い
た
り
、
う
っ
か
り
し

て
確
定
申
告
書
の
提
出
を
忘
れ
て
い
る

方
は
い
ま
せ
ん
か
。

　

も
う
一
度
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

税
額
を
多
く
申
告
し
た
と
き
は
「
更

正
の
請
求
」
を
、
少
な
く
申
告
し
た
と

き
は
「
修
正
申
告
」
を
し
て
正
し
い
税

額
に
訂
正
す
る
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
に
、
申
告
書
の
提
出
を
忘
れ

て
い
た
と
き
は
、
直
ち
に
確
定
申
告
を

し
て
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

須
賀
川
税
務
署

　

�
０
２
４
８
―
７
５
―
２
１
９
４

　
　

年
目
を
迎
え
た
『
石
川
桜
ま
つ
り
』
が

１７
４
月　

日
�
・　

日
�
盛
大
に
行
わ
れ
ま
す
。

１２

１３

第　

回 
石
川
桜
ま
つ
り
を
開
催

１７
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4・5月 

　

氏　
　

名　
　

保
護
者　
　

住　

所

泉　
　
 
航 
英
   

（
利　

夫
・
玲　

子
）　

梁　

瀬

こ
う 
え
い

冨
岡 
亜  
香 
里
   

（
紀　

喜
・
枝　

美
）　

沢　

井

あ 

か 

り

鈴
木　
 
麻 
央
   

（
茂　

則
・
由
美
子
）　

板　

橋

ま 
ひ
ろ

南
條
ま
ち
佳
   

（
光　

夫
・　

文　

）　

双　

里

か

西
牧　
 
康 
太
   

（
健
二
郎
・
み
ゆ
き
）　

長
久
保

こ
う 
た

添
田　
　

光
   

（
武　

志
・
輝　

子
）　

湯
郷
渡

ひ
か
る

阿
部　
　

愛
   

（
光　

佳
・
宣　

江
）　

双　

里

め
ぐ
み

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

お
く
や
み

　

氏　
　
　

名　
　
　
　
　
　

住　

所

生
田
目　

テ　

ル　
　
　
　
　

双　

里

近　

内　

フ　

サ　
　
　
　
　

双　

里

志　

賀　

倫
太
郎　
　
　
　
　

屋
敷
入

小　

平　

米　

子　
　
　
　
　

赤　

羽

矢　

内　

寛　

範　
　
　
　
　

高　

田

我　

妻　

弘　

文　
　
　
　
　

形　

見

添　

田　

甲
子
雄　
　
　
　
　

北
山
形

前　

田　

忠　

由　
　
　
　
　

新
屋
敷

山　

田　

美
江
子　
　
　
　
　

曲
ノ
内

須　

藤　

勝　

雄　
　
　
　
　

中　

田

水　

野　

俊　

夫　
　
　
　
　

長
久
保

宮　

下　

守　

男　
　
　
　
　

境
ノ
内

遠　

藤　

正　

虎　
　
　
　
　

王
子
平

曲　

山　

ユ　

キ　
　
　
　
　

塩　

沢

角　

田　

三　

郎　
　
　
　
　

双　

里

矢　

内　

倉　

次　
　
　
　
　

南　

町

伊　

藤　

ハ　

ル　
　
　
　
　

大　

内

生
田
目　
　
　

治　
　
　
　
　

山　

形

矢　

吹　

正　

男　
　
　
　
　

中　

田

小　

野　
　

正　
　
　
　
　
　

松
木
下

渡　

邉　

峰　

子　
　
　
　
　

中　

野

４４４４４４４４４４月月月月月月月月月月４月　AAAAAAAAAApppppppppprrrrrrrrrriiiiiiiiiillllllllllApril

南町・あさひ公園

老人福祉センター

町民グラウンド

役場宿直室

老人福祉センター

町民グラウンド

町民グラウンド

第１７回石川桜まつり（～１３日）

心配ごと相談（午前１０時～）

石川町消防団春季検閲式

交通事故巡回相談（午前１０時～）

みどりの週間（～２９日）
心配ごと相談（午前１０時～）

春季ソフトボール大会　

みどりの日
協会長旗Ｃリーグソフトボール大会

土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土

日
月
火
水

１２
１３
１４
１５
１６
１７
１８
１９
２０
２１
２２
２３
２４
２５
２６～

２７
２８
２９
３０

５５５５５５５５５５月月月月月月月月月月５月 MMMMMMMMMMaaaaaaaaaayyyyyyyyyy　May

町民グラウンド

母畑レークサイドセンター

母畑レークサイドセンター

老人福祉センター

町民グラウンド

町民グラウンド

憲法記念日

中体連ヤマザキ杯

植木まつり（～５日）

ＲＣカー大会（第３回母衣旗カップ）

子どもの日

心配ごと相談（午前１０時～）

協会長旗Ａリーグソフトボール大会

高松宮杯１・２部野球大会

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

１
２
３

４
５
６
７
８
９
１０
１１

（平成１５年２月１日～２月２８日まで届出分　敬称略）

　

新　

郎　

新　

婦　
　
　
　

住　

所

　

佐　

藤　

孝　

行　
　
　
　

曲　

木

　

小　

針　

由　

香　
　
　
　

中
島
村

　

木　

戸　

勝　

幸　
　
　
　

母　

畑

　

星　
　
　

明　

美　
　
　

須
賀
川
市

　

長　

田　

紀　

生　
　
　
　

猫　

啼

　

酒　

井　

久
美
子　
　
　
　

当　

町

　

根　

本　

浩　

二　
　
　
　

坂　

路

　

吉　

田　

初　

恵　
　
　
　

郡
山
市

　

佐　

藤　

智　

之　
　
　
　

中　

野

　

藤　

田　

恵　

子 

長
沼
町

カ
ッ
プ
ル
誕
生

〔〔〔

〔〔



施設の紹介 

編 集 後 記  

町民憲章 
1.自然と文化を愛し 
　　　　豊かな町をつくりましょう 
1.親切と勤労をむねとし 
　　　　住みよい町をつくりましょう 
1.歴史と未来をみつめ 
　　　　誇りある町をつくりましょう 

表 紙 の 登 場 人 物  

町の人口 

●編集と発行　福島県石川郡石川町役場総務課　TEL.（0247）26-2112　FAX.26-0360 
●URL/http://www.town.ishikawa.fukushima.jp/  E-mail/Koho_K@town.ishikawa.fukushima.jp

●第193回● 
野木沢小学校 

　「野木沢」は、中野・曲木・塩沢の３地区から一字ずつとっていま
す。各学年１クラスで家庭的な学校です。バスケットコートが２面と
れる広い体育館と那須連峰を眺められる希望ヶ丘、そしてつつじが本
校の自慢です。 

写真提供／関根政信さん 写真提供／関根政信さん 

　各地の畑地などに生育し、6月～10月にかけて、高
さ30～50センチになる1年草です。茎の上部が枝別れ
した白色の花をたくさんつけます。 
　ヒメジョオン(姫女苑)は、北米原産の帰化植物で、明
治初期に渡来し、都市近郊の空き地や休耕地では大群落
をつくります。 

（ヒメジョオン：キク科） 

　第二保育所に通う長男の角恒太さん(中央右)、
二男の侑太さん(中央左)と祖父の石井治利さ
ん(左)、祖母の良子さん(右)です。 

19,413人（－24） 

（  ）内前月比 

●3月１日現在住民基本台帳● 

男 
女 

世帯数 

9,476人（－16） 
9,937人（－　8） 
5,584戸（－　8） 

　桜のつぼみも膨らみはじめ、開花まで秒読み
でしょうか。石川でもっとも自慢のできる季節
ですね。また、ピカピカの一年生など、新しい
顔ぶれに、ちょっとドキドキするような環境か
もしれません。 
　今月号の特集にあるように、４月から町の組
織の一部が変更になりました。組織の見直しに
よって変わるものが増えますが、町民のみなさ
んにご不便をかけないよう最善の努力をして参
ります。例えば、各課並びに各係の配置、人事
異動による担当者、更に電話番号など、時代の
流れとともに迅速で効率的な行政運営を目指し
ています。　　　　　　　　　　　  (迎　茂城)

いろんな色を使って、紙はん
画をしました。ビーズもたく
さん使ったので、とってもや
さしい“おに”になりました。 

クリスマスの夜、パーティ
ーに連れていってもらえな
い猫は、さみしそうに窓か
ら降り積もる雪を眺めてい
ます。 

曲山貴博さん(4年)
たかひろ 

矢吹舞美さん 
(平成14年度卒業生)

ハムスターやかわいいうさぎがたく
さんいます。かごには、赤ちゃんも
います。木のみとねん土で作りました。 

さ　ゆ　り 

ま　み 

有賀小百合(3年)
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